
○
鬼お

に

の
舌し

た

ふぶ

る
ひい

地ち

ハ
仁に

た多
郡ぐ

ん

、
上か

み

三み

成な
り

村む
ら

ニ
ア
リ
。
神か

み

世よ

ノ
時と

き

、
鰐わ

に魚
、
阿あ

井い

村む
ら

ニ
ア
ル
玉た

ま

姫ひ
め

命み
こ
とヲ

恋こ

フう

テ
、
上の

ぼ

リ
来き

た

ル
。
命

み
こ
と

石い
わ

ヲ
以も

つ

テ
其そ

の

流な
が
れヲ

塞ふ
さ
ぎテ

会か
い

セ 

ずス
。
鰐わ

に

大お
お
いニ

怒い
か

リ
、
其そ

の

舌し
た

ヲ
振ふ

る

フう

。
故ゆ

え

ニ
此こ

の

名な

ア
リ
。
高た

か

サ
数す

う

十じ
ゆ
う

丈じ
よ
うノ

断だ
ん

巌が
ん

屹き
つ

立り
つ

シ
テ
、
屏

び
よ
う

風ぶ

石い
わ

ア
リ
、
畳

た
た
み

石い
わ

ア
リ
、
亀か

め

石い
わ

、
甑

こ
し
き

石い
わ

ア
リ
。
大た

い

石せ
き

、
碧へ

き

潭た
ん

ヲ
出い

テで

てゝ

、
恰あ

た
かモ

馬う
ま

ノ
浴よ

く

シ
起た

ち

テ
鬣

た
て
が
みヲ

振ふ
る

ハわ

ン
ト
ス
ル
カが

如ご
と

シ
。
遊あ

そ
びヲ

好こ
の

ム
ノ
士し

、
一ひ

と

タびヒ
此こ

こ

ニ
至い

た

レばハ
、
悠ゆ

う

然ぜ
ん

ト

シ
テ
出

し
ゆ
つ

塵じ
ん

ノ
想お

も
いヲ
ナ
ス
。

【
訳
】
鬼
の
舌
ぶ
る
い
は
仁
多
郡
、
上
三
成
村
に
あ
る
。
神
々
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時
代
、
サ
メ
が
、
阿
井
村
に
い
た
玉
姫
命
と
い
う
女

神
に
恋
を
し
て
、
川
を
上
っ
て
き
た
。
玉
姫
命
は
、
石
で
流
れ
を
遮
っ
て
サ
メ
に
会
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
サ
メ
は
怒
り
の
あ
ま
り
、
そ

の
舌
を
ブ
ル
ブ
ル
と
ふ
る
わ
し
た
。（
そ
の
名
残
が
地
形
と
し
て
残
っ
た
の
で
、）
か
く
し
て
「
鬼
（
わ
に
が
訛
る
）
の
舌
ぶ
る
い
」
の
名

前
が
で
き
た
と
い
う
。
高
さ
二
百
メ
ー
ト
ル
級
の
断
崖
絶
壁
が
そ
び
え
た
ち
、
屏
風
岩
、
畳
岩
、
亀
岩
、
甑
岩
等
の
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
。

大
き
な
崖
の
よ
う
な
岩
が
、
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
深
い
淵
か
ら
か
ら
突
き
出
し
て
い
る
様
は
、
あ
た
か
も
馬
が
水
浴
び
を
し
て
立
ち

上
が
っ
た
時
に
、
た
て
が
み
を
ふ
る
わ
せ
て
い
る
姿
を
み
る
よ
う
で
あ
る
。
風
雅
な
遊
び
を
好
む
紳
士
達
は
、
こ
の
地
に
く
る
と
、
世
間

の
俗
塵
か
ら
逃
れ
た
気
分
を
ゆ
っ
た
り
と
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
注
】
鬼
の
舌
ふ
る
ひ
―
―
現
在
は
一
般
に
「
鬼
の
舌
震
」
の
表
記
で
、「
し
た
ぶ
る
い
」
と
「
ふ
」
は
濁
っ
て
読
む
。「
お
に
の
し
た
ぶ
る
」

と
も
い
う
。
平
凡
社
『
世
界
百
科
大
事
典
』
の
「
鬼
の
舌
震
（
お
に
の
し
た
ぶ
る
）」
の
項
に
曰
く
、「
島
根
県
南
東
部
斐
伊
川
支
流
大
馬

木
川
の
中
流
部
に
あ
る
約
三
キ
ロ
に
わ
た
る
渓
谷
で
，
県
立
自
然
公
園
、
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
仁
多
郡
奥
出
雲
町
。
地
名

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
六
）

要
　

木
　

純
　

一
一
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注
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六
）



は
『
出
雲
国
風
土
記
』
の
和
爾
伝
承
か
ら
転
じ
た
と
も
い
う
。
一
体
は
花
崗
岩
が
浸
食
さ
れ
て
両
岸
が
切
り
立
っ
た
急
峻
な
渓
谷
で
、
河

水
に
よ
る
大
小
の
甌
穴
が
河
底
に
み
ら
れ
る
。
球
状
の
割
れ
目
を
も
つ
こ
う
も
り
岩
、
千
畳
敷
岩
、
畳
岩
な
ど
の
岩
塊
と
、
両
岸
の
ミ
ズ

ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
、
カ
エ
デ
な
ど
の
広
葉
樹
を
中
心
に
ア
カ
マ
ツ
が
点
在
す
る
」。

『
出
雲
国
風
土
記
』
仁
多
郡
・
山
野
の
条
・
恋
山
に
「
古
老
伝
へ
て
云
へ
ら
く
、『
和
爾
（
わ
に
）、
阿
伊
村
に
坐
す
神
、
玉
日
女
命
に
恋

（
し
た
）
ひ
て
上
り
至
り
き
。
爾
時
（
そ
の
と
き
）、
玉
日
女
命
、
石
（
い
は
）
を
以
（
も
ち
）
て
川
を
塞
き
し
か
ば
、
逢
ふ
こ
と
得
ず
し

て
恋
ひ
し
所
な
り
』
と
云
へ
り
。
故
（
か
れ
）
恋
山
（
し
た
ひ
や
ま
）
と
云
ふ
」
と
あ
っ
て
、
も
と
も
と
は
、
こ
の
あ
た
り
は
「
し
た
ひ

や
ま
」
と
呼
ば
れ
た
ら
し
い
が
、
や
が
て
「
し
た
ふ
る
や
ま
」
に
転
化
し
た
ら
し
い
。「
こ
ひ
や
ま
」
と
よ
む
説
の
方
が
一
般
的
で
、
星

野
文
叔
も
そ
う
読
ん
で
い
た
と
思
う
が
、
こ
こ
の
条
と
は
直
接
関
係
し
な
い
の
で
、
触
れ
な
い
。

『
出
雲
風
土
記
抄
』（
一
六
八
三
）
は
、
松
江
藩
士
岸
崎
佐
久
次
が
、
藩
の
税
吏
と
し
て
国
内
を
巡
視
中
、
風
土
記
の
記
載
に
つ
い
て
実

地
調
査
し
て
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
島
根
大
学
図
書
館
桑
原
文
庫
所
蔵
の
テ
キ
ス
ト
が
も
っ
と
も
信
頼
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

『
風
土
記
』
の
先
述
の
恋
山
（
引
用
文
で
は
「
恋
」
を
「
こ
ひ
」
と
訓
じ
て
い
る
）
の
項
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
鈔
に
云
う
、
恋
山
は
、
阿
位
郷
高
尾
村
、
俗
に
呼
び
て
志
多
布
留
山
と
曰
う
、
是
也
。
此
の
処
の
川
口
、
岩
屋
堆
く
重
り
崎
嘔
険
阻
な

り
。
其
の
処
に
渕
あ
り
、
所
謂
玉
日
女
命
石
を
以
て
河
口
を
塞
ぎ
て
、
鰐
魚
登
る
を
得
ざ
る
の
処
な
り
。
此
の
攸
に
到
り
て
、
鰐
怖
れ

て
、
舌
端
を
震
わ
し
て
退
ぞ
き
ぬ
と
。
故
に
俗
に
舌
振
山
と
曰
う
也
。
彼
の
龍
門
の
魚
、
登
る
こ
と
を
得
る
者
は
、
化
し
て
竜
と
為
る
。

鱗
を
奮
い
髻
（
ひ
れ
）
を
鼓
し
て
、
鰐
魚
如
し
此
の
処
に
登
ら
ば
、
額
を
点
じ
て
腮
（
あ
ぎ
と
）
を
暴
（
曝
）
さ
ん
か
、
抑
も
将
た
変
じ

て
交
竜
と
為
ら
ん
か
、
将
た
比
目
魚
と
為
ら
ん
か
、
亦
た
未
だ
知
る
可
か
ら
ざ
る
也
。
鰐
曷
為
れ
ぞ
退
く
や
。
信
に
是
れ
奇
怪
不
経
の
甚

し
き
也
」。（
以
上
、 

大
日
方
克
己
氏
の
「
翻
刻
桑
原
家
本
『
出
雲
風
士
記
抄
』」（『
山
陰
研
究
』
第
七
号
別
冊
）
を
参
照
。
読
み
下
し
文

は
筆
者
に
よ
る
。
送
り
仮
名
等
補
う
）

江
戸
期
に
は
、
土
地
の
人
が
「
し
た
ふ
る
や
ま
」
も
し
く
は
「
し
た
ぶ
る
や
ま
」
と
よ
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。「
し
た
ふ
」
と
「
し

た
ふ
る
」
の
混
乱
、
さ
ら
に
「
ひ
（
い
）」
の
追
加
、
一
方
「
わ
に
（
和
爾
・
鰐
魚
）」
の
「
お
（
を
）
に
」
へ
の
転
化
等
に
よ
っ
て
、
現

在
の
名
称
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
項
は
、
名
称
の
変
遷
に
は
興
味
が
な
く
、
わ
に
が
舌
を
ふ
る
わ
し
た
と
い
う
『
出
雲
風

二



土
記
抄
』
記
載
の
土
地
の
伝
承
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。　

仁
多
郡
―
―
律
令
制
の
施
行
の
頃
よ
り
存
在
す
る
郡
。『
出
雲
国
風
土
記
』

で
は
、
大
穴
持
命
（
大
国
主
命
）
が
、
こ
の
地
を
、｢

豊
か
な
土
地｣

と
い
う
意
味
の
「
爾
多
志
枳
（
に
た
し
き
）
小
国
な
り
」
と
呼
ん

だ
こ
と
か
ら
「
に
た
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
郡
名
は
続
き
、
明
治
廃
藩
置
県
後
、
松
江
県
四
区
、
島
根
県

第
二
十
二
区
～
二
十
五
区
に
な
る
が
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
郡
名
が
復
活
し
た
。『
出
雲
名
勝
摘
要
』

発
行
は
明
治
十
四
年
で
あ
る
。
そ
の
後
、
郡
下
の
町
村
は
合
併
を
繰
り
返
し
、
二
〇
〇
五
年
、
仁
多
郡
の
範
囲
は
、
ほ
ぼ
奥
出
雲
町
と
な

り
、
一
部
が
雲
南
市
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。　

上
三
成
村
―
―
江
戸
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
村
名
。
明
治
八
年
、
下
三
成
等
五
か
村
と

合
併
し
て
三
成
村
と
な
っ
た
。
後
三
成
町
。
戦
後
合
併
し
て
仁
多
町
、
そ
し
て
現
在
の
奥
出
雲
町
と
な
る
。　

神
世
ノ
時
―
―
前
述
。　

鰐
魚
―
―
鰐
は
、
鱷
の
異
体
字
。
古
代
中
国
語
と
し
て
は
、
爬
虫
類
の
揚
子
江
ワ
ニ
を
指
す
。
干
宝
『
捜
神
記
』「
若
し
罪
を
犯
す
者
は
、

鱷
魚
に
投
与
せ
ん
」。
獰
猛
で
強
力
な
顎
を
持
ち
、
人
を
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
共
通
点
か
ら
、
日
本
で
は
魚
類
の
サ
メ
（
シ
ュ
モ

ク
ザ
メ
）
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
ら
し
い
。『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
「
和
爾
」
に
作
る
。『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
安
来
郷
条
で
も
少

女
が
「
和
爾
」
に
食
わ
れ
た
話
を
載
せ
て
い
る
。『
古
事
記
』
因
幡
の
白
兎
説
話
で
は
「
和
邇
」、『
日
本
書
紀
』
海
幸
山
幸
説
話
で
は
「
鰐

魚
」
の
表
記
が
見
ら
れ
る
。
現
在
に
至
る
ま
で
山
陰
地
方
で
は
サ
メ
（
食
用
に
供
す
る
）
を
ワ
ニ
と
呼
ん
で
い
る
。
以
上
を
踏
ま
え
て
、

こ
こ
も
鰐
魚
を
「
ガ
ク
ギ
ョ
」
と
音
読
み
せ
ず
、「
わ
に
」
と
訓
読
み
し
た
。（
な
お
「
さ
め
」、「
ふ
か
」
の
和
語
も
古
く
か
ら
存
在
す
る

よ
う
で
は
あ
る
が
、『
書
紀
』
以
来
の
訓
読
み
の
通
例
に
従
っ
た
）。　

阿
井
村
―
―
仁
多
郡
奥
出
雲
町
馬
木
付
近
。『
出
雲
国
風
土
記
』

で
は
「
阿
伊
」、『
和
名
抄
』
で
は
「
阿
位
」、
中
世
以
後
「
阿
井
」
が
定
着
し
た
。
近
世
に
は
上
阿
井
村
、
下
阿
井
村
に
分
か
れ
、
明
治

二
十
二
年
合
併
し
て
、
阿
井
村
に
な
り
、
後
他
町
村
と
合
併
し
て
仁
多
町
と
な
り
、
現
在
奥
出
雲
町
と
な
っ
て
い
る
。　

玉
姫
命
―
―『
風

土
記
』
の
表
記
は
「
玉
日
女
命
」。
他
書
に
見
え
な
い
神
な
の
で
、
正
体
不
明
。
玉
の
よ
う
に
美
し
い
阿
井
村
の
土
地
神
な
の
で
あ
ろ
う
。　

恋
ふ
て
―
―
「
こ
い
（
ひ
）
て
」
の
ウ
音
便
「
こ
う
（
ふ
）
て
」。「
し
た
ぶ
る
い
」
の
地
名
語
源
に
こ
だ
わ
れ
ば
、「
し
た
う
（
ふ
）
て
」

と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
先
述
の
よ
う
に
星
野
文
叔
は
、
語
源
に
興
味
が
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
一
般
的
な
訓
読
み
に
し
た
。　

命
石

ヲ
以
テ
其
流
ヲ
塞
テ
会
セ
ス
―
―
『
風
土
記
』
本
文
は
「
玉
日
女
命
、
石
（
い
は
）
を
以
て
川
を
塞
き
し
か
ば
、
逢
ふ
こ
と
得
ず
し
て
恋

ひ
し
所
な
り
」。「
石
」
は
『
風
土
記
』
の
一
般
的
な
読
み
に
従
っ
た
。
後
の
「
屏
風
石
」
以
下
、
現
在
で
は
石
は
す
べ
て
岩
の
表
記
に
な
っ
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て
お
り
、
星
野
文
淑
も
耳
か
ら
の
記
憶
に
よ
っ
て
、「
い
は
（
わ
）」
と
読
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。　

鰐
大
ニ
怒
リ
、
其
舌
ヲ
振
フ
―
―
こ
こ

は
『
出
雲
風
土
記
抄
』
所
載
の
伝
承
に
従
う
。　

故
ニ
此
名
ア
リ
―
―
「
わ
に
」
が
「
を
（
お
）
に
」
に
転
化
し
た
こ
と
に
触
れ
て
い
な

い
の
は
不
審
で
あ
る
。「
河
内
」
が
「
か
わ
ち
」
か
ら
「
こ
お
（
う
）
ち
」
に
、「
王
」
が
「
わ
う
」
か
ら
「
お
う
」
に
転
化
す
る
よ
う
な

例
か
ら
、
読
者
は
当
然
発
音
の
類
似
に
気
づ
く
と
思
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
土
地
の
人
に
と
っ
て
海
の
サ
メ
が
こ
こ
ま
で
登
っ
て
く
る

の
は
想
像
し
が
た
く
、
伝
承
の
過
程
で
「
を
（
お
）
に
」
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
鬼
は
、「
隠
（
ヲ
ン
）」
が
語
源
で
あ
る
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
一
般
の
人
間
の
目
か
ら
隠
れ
た
不
思
議
な
実
態
を
持
た
ぬ
何
か
と
と
ら
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。　

高
サ
数
十
丈
ノ

断
巌
―
―
断
岩
。
断
ち
切
っ
た
よ
う
に
高
く
そ
び
え
立
つ
岩
。
劉
滄
・
巫
山
廟
に
題
す
「
猿
は
断
岩
に
叫
び
て
秋
蘚
稀
な
り
」。　

屹
立

―
―
高
く
そ
び
え
立
つ
こ
と
。
曹
鄴
・
東
郎
山
「
東
郎
屹
立
し
て
東
方
に
向
か
う
」。　

屏
風
石
、
畳
石
、
亀
石
、
甑
石
―
―
現
地
の
案

内
図
に
よ
れ
ば
、
今
も
、
屏
風
岩
、
畳
岩
、
亀
岩
、
甑
岩
が
あ
る
。
石
は
「
い
わ
（
は
）」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。　

大
石
、
碧
潭
ヲ

出
テ
ゝ
、
恰
モ
馬
ノ
浴
シ
起
テ
鬣
ヲ
振
ハ
ン
ト
ス
ル
カ
如
シ
―
―
姚
鼐
『
游
媚
筆
泉
記
』「
大
石
潭
中
よ
り
出
づ
る
こ
と
、
馬
の
浴
し
て

起
ち
、
鬛
を
振
い
て
首
を
宛
（
め
ぐ
）
ら
し
て
而
し
て
其
の
侶
を
顧
み
る
が
若
し
」。
姚
鼐
（
一
七
三
一
～
一
八
一
五
）
は
、
清
代
の
文

章
家
、
書
家
。
清
代
古
文
復
興
の
趨
向
を
定
め
た
桐
城
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
日
本
で
も
重
ん
じ
ら
れ
て
、
こ
の
文
章
は
、
明
治
期
の

漢
文
教
科
書
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
星
野
文
淑
や
江
戸
期
の
日
本
人
が
全
集
に
目
を
通
し
た
と
は
思
え
ず
、
何
ら
か
の
選
集
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
を
見
た
は
ず
。　

遊
ヲ
好
ム
ノ
士
―
―
既
述
。　

一
タ
ヒ
―
―
「
一
」
は
「
も
し
も
・
・
・
す
れ
ば
・
・
・
」
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
。　

悠
然
―
―
本
来
対
象
が
は
る
か
遠
く
離
れ
て
、
自
分
と
殆
ど
関
係
が
な
い
と
き
に
沸
き
起
こ
る
感
情
。
転
じ
て
、
人
間

界
か
ら
離
れ
て
、
あ
く
せ
く
し
な
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
を
表
す
。
陶
潜
・
飲
酒
其
五
「
悠
然
と
し
て
南
山
を
見
る
」。　

出
塵

ノ
想
―
―
塵
に
ま
み
れ
た
俗
世
か
ら
離
れ
て
、
自
然
を
楽
し
む
思
い
。
孔
稚
珪
・
北
山
移
文
「
夫
れ
耿
介
抜
俗
之
標
、
瀟
洒
出
塵
之
想
を

以
て
、
白
雪
を
度
り
て
以
て
方
絜
、
青
雲
を
干
し
て
而
し
て
直
ち
に
上
る
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田た

能の

村む
ら　

直
ち
よ
く

入
に
ゆ
う

嶮
路
危
巌
何
足
愁
、
我
元
林
下
旧
樵
儔
。
老
来
偏
喜
多
天
幸
、
又
遇
渓
山
錦
繡
秋
。
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【
訓
読
】
嶮け

ん

路ろ

危き

巌が
ん

何な
ん

ぞ
愁う

れ

う
る
に
足た

ら
ん
、
我わ

れ

は
元も

と

林り
ん

下か

の
旧

き
ゆ
う

樵し
よ
う

儔ち
ゆ
う。
老ろ

う

来ら
い

偏ひ
と

え
に
喜よ

ろ
こぶ
天て

ん

幸こ
う

多お
お

く
し
て
、
又ま

た

渓け
い

山ざ
ん

錦き
ん

繡し
ゆ
うの
秋あ

き

に
遇あ

う
を
。

【
訳
】
こ
の
地
の
険
し
い
道
や
恐
ろ
し
い
ほ
ど
高
い
岩
な
ど
、
何
の
心
配
が
あ
ろ
う
か
、
な
ぜ
な
ら
、
実
は
わ
た
し
は
も
と
も
と
森
の
中

で
、
世
を
避
け
た
古
く
か
ら
の
木
こ
り
達
の
仲
間
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
年
を
取
っ
て
か
ら
は
な
お
さ
ら
の
こ
と
に
、
天
が
た
く
さ
ん
の
幸

運
を
下
し
て
く
れ
て
、
故
郷
の
竹
田
で
過
ご
し
た
と
き
と
同
様
に
、
谷
川
流
れ
る
山
の
、
錦
の
織
物
の
よ
う
に
美
し
い
秋
の
景
色
に
ま
た

出
会
え
た
こ
と
が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

【
注
】
田
能
村
直
入
―
―
一
八
一
四
～
一
九
〇
七
。
文
人
画
家
。
名
は
痴
。
幼
少
期
よ
り
田
能
村
竹
田
に
師
事
、
後
に
竹
田
の
養
継
子
と

な
っ
た
。
生
地
豊
後
直
入
郡
（
竹
田
藩
・
岡
藩
）
に
因
ん
で
、
明
治
期
よ
り
直
入
と
号
す
。
漢
詩
は
広
瀬
旭
荘
に
学
ん
だ
。
竹
田
に
従
っ

て
大
阪
に
入
り
、
近
畿
を
遊
歴
、
堺
で
漢
詩
結
社
、
咬
菜
吟
社
を
設
立
。
大
塩
平
八
郎
と
も
交
流
。
画
業
は
益
々
盛
ん
に
な
り
、
明
治
に

入
っ
て
か
ら
南
画
家
の
中
心
人
物
と
な
っ
た
。
一
八
七
八
年
、
京
都
府
画
学
校
（
現
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
前
身
）
設
立
を
建
議
、
こ
の

こ
ろ
、
絲
原
家
の
招
き
に
応
じ
て
、
一
八
七
八
年
及
び
一
八
七
九
年
に
島
根
県
に
来
遊
。
以
下
の
四
首
連
作
は
、
こ
の
と
き
の
詩
で
あ
ろ

う
。
絲
原
記
念
館
に
は
、
鬼
の
舌
震
を
描
い
た
『
真
景
図
画
帳
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
未
見
。
後
、
京
都
府
画
学
校
の
校
長
を
勤

め
、
日
本
南
画
家
協
会
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
以
上
、『
島
根
県
歴
史
人
物
事
典
』
田
能
村
直
入
の
項
（
藤
間
亨
氏
担
当
）
等
を
参
照
。

藤
間
氏
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
こ
ろ
の
出
雲
地
方
で
は
書
画
鑑
賞
熱
が
流
行
し
て
お
り
、
直
入
の
来
雲
を
感
激
を
も
っ
て
歓
待
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
直
入
は
南
画
の
鑑
賞
な
ら
び
に
煎
茶
道
を
指
導
し
た
。
こ
の
た
め
、
出
雲
に
文
人
遊
び
が
盛
行
し
、
出
雲
の
文
化
史
上
で
も

極
め
て
重
要
な
足
跡
を
残
す
」。　

嶮
路
―
―
「
嶮
」
は
「
険
」
に
同
じ
。
険
し
い
山
道
。
阮
籍
・
詠
懐
其
六
十
一
「
険
路
疑
惑
多
く
、

明
珠
未
だ
干
む
可
か
ら
ず
」。
戴
叔
倫
・
南
賓
に
て
蔡
侍
御
の
蜀
に
游
ぶ
を
送
る
「
積
雲
嶮
路
を
蔵
し
、
流
水
行
年
を
促
す
」。　

危
巌
―

―
危
は
、
危
険
を
感
ず
る
ほ
ど
高
い
こ
と
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
「
嘗
み
に
汝
と
高
山
に
登
り
、
危
石
を
履
み
、
百
仞
の
淵
に
臨
ま
ば
、

若
能
く
射
る
乎
」。
こ
こ
で
は
、
王
維
（
一
説
に
王
昌
齢
）・
香
積
寺
を
過
ぐ
「
泉
声
危
石
に
咽
び
、
日
色
青
松
に
冷
や
か
な
り
」
を
意
識

す
る
で
あ
ろ
う
。
文
同
・
西
崦
道
友
「
绝
巘
玉
干
に
聳
え
、
危
岩
珠
涎
を
瀉
ぐ
」。　

何
足
愁
―
―「
不
足
愁
」
に
同
じ
。
反
語
に
な
っ
て
、

愁
え
を
振
り
払
う
気
合
い
が
よ
り
強
く
な
る
。
楊
万
里
・
次
日
酔
い
て
帰
る
「
我
酔
え
ば
彼
自
ら
止
む
、
醉
う
も
亦
た
何
ぞ
愁
う
る
に
足

五

訳
注
『
出
雲
名
勝
摘
要
』（
六
）



ら
ん
」。　

我
元
―
―
詩
で
は
「
我
本
」
と
す
る
の
が
普
通
だ
が
、
平
仄
の
関
係
で
「
元
」
の
字
に
し
た
。「
元
」
は
、
今
ま
で
知
ら
れ
て

な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
実
は
こ
う
だ
っ
た
の
だ
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
石
崇
・
王
昭
君
辞
「
我
は
本
漢
家
の
子
、
将
に
单

于
の
庭
に
適
か
ん
と
す
」。
釈
月
澗
・
円
侍
者
を
送
る
「
汝
は
吾
が
筆
硯
に
侍
す
る
も
、
我
は
元
一
語
無
し
」。　

林
下
―
―
隠
者
が
、
世

を
避
け
て
と
ど
ま
る
山
林
を
さ
す
。
慧
皎
『
高
僧
伝
』
義
解
二
・
竺
僧
朗
「
朗
は
常
に
蔬
食
布
衣
、
人
外
に
耽
ず
る
を
志
す
。
・
・
・
隐

士
張
忠
と
林
下
の
契
り
を
為
し
、
毎
に
共
に
遊
処
す
」。
霊
徹
・
東
林
寺
韋
丹
刺
史
に
酬
ゆ
「
相
い
逢
う
て
尽
く
道
う
官
を
休
む
る
は
好

し
と
、
林
下
何
ぞ
曾
て
一
人
を
見
し
」。　

旧
樵
儔
―
―
樵
は
木
こ
り
。
漁
師
と
と
も
に
、
し
ば
し
ば
世
を
避
け
た
隠
者
の
仮
の
姿
と
し

て
あ
ら
わ
れ
る
。
儔
は
、
疇
に
通
じ
、
同
類
、
仲
間
、
グ
ル
ー
プ
の
意
。
曹
植
・
王
粲
に
贈
る
「
中
に
孤
り
の
鴛
鴦
有
り
、
哀
鳴
し
て
匹

儔
を
求
む
」。 　

老
来
―
―
老
い
て
か
ら
。
老
い
る
と
。
来
は
、
助
字
。
杜
甫
・
韋
大
夫
之
晋
を
哭
す
「
老
来
涕
泪
多
く
、
情
は
詩
篇
を

強
う
る
に
在
り
」。　

偏
喜
―
―
「
偏
」
は
、
特
に
。
老
齢
を
迎
え
て
、
残
り
人
生
の
少
な
く
な
る
と
、
ま
す
ま
す
、
小
さ
く
て
も
、
短
く

て
も
、
自
然
の
美
し
さ
の
享
受
が
あ
り
が
た
い
も
の
と
感
じ
ら
れ
る
。
自
分
で
も
な
ぜ
か
分
か
ら
ぬ
が
、
や
む
に
や
ま
れ
ず
偏
愛
し
て
、

こ
の
一
瞬
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
な
気
持
。
高
璩
「
薛
逢
の
贈
別
に
和
す
「
尊
前
偏
え
に
喜
ぶ
君
の
留
む
る
に
接
す
る
を
」。　

多
天

幸
―
―
天
幸
は
、
個
人
の
努
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
天
が
与
え
た
幸
福
。
僥
倖
。『
荘
子
』
漁
夫
篇
「
孔
子
又
再
拜
し
て
而
し
て
起
ち
て

曰
く
、
今
者
、
丘
は
遇
を
得
た
る
也
、
天
幸
の
若
く
然
り
」。
王
維
・
老
将
行
「
衛
青
敗
れ
ざ
る
は
天
幸
に
由
る
」。
蔡
襄
・
因
り
て
書
も

て
河
東
転
運
楊
楽
道
に
答
う
「
由
来
事
を
成
す
は
天
幸
多
し
」。　

又
遇
―
―
「
又
」
は
、
さ
ら
に
ま
た
の
意
。
昔
山
林
で
過
ご
し
た
と
き

と
同
じ
よ
う
に
、
と
解
釈
し
た
。
斉
己
・
新
秋
「
始
め
て
驚
く
三
伏
の
尽
く
る
を
，
又
遇
う
立
秋
の
時
」。　

渓
山
―
―
谷
や
山
。
羅
鄴
・

冬
夕
江
上
に
て
事
を
言
う
五
首
其
三
「
十
里
溪
山
新
雪
の
後
」。
杜
荀
鶴
・
李
隐
居
に
寄
す
「
渓
山
必
ず
し
も
銭
を
将
て
買
わ
ず
」。　

錦

繡
秋
―
―
錦
に
美
し
い
模
様
を
刺
繡
し
た
織
物
。
美
し
く
、
素
晴
ら
し
い
事
物
に
た
と
え
る
。
必
ず
し
も
秋
の
景
色
の
み
に
た
と
え
る
わ

け
で
は
な
い
。
劉
禹
錫
・
楽
天
の
金
紫
を
賀
す
る
の
什
を
貽
ら
る
る
に
酬
ゆ
「
珍
重
す
和
詩
錦
繡
を
呈
す
る
を
」。
趙
善
慶
・
水
仙
子
・

仲
春
の
湖
上
「
六
橋
の
錦
繡
、
十
里
の
画
図
、
二
月
の
西
湖
」。
日
本
で
は
、
錦
は
赤
系
の
派
手
な
色
ゆ
え
か
、
秋
の
紅
葉
の
た
と
え
に

よ
く
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
錦
秋
の
候
」
の
よ
う
な
熟
語
も
生
ま
れ
た
。
直
入
は
こ
の
日
本
の
用
語
の
伝
統
に
従
っ
て
、「
錦
繡
秋
」

と
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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＊
初
め
て
、
鬼
の
舌
震
に
入
っ
て
、
山
々
を
彩
る
美
し
い
紅
葉
に
感
動
し
た
様
子
。
故
郷
竹
田
地
方
は
、
江
戸
時
代
、
木
材
の
生
産
で
有

名
だ
っ
た
か
ら
、
近
く
の
山
を
散
策
す
れ
ば
、
木
こ
り
に
も
し
ば
し
ば
出
会
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
山
水
画
を
愛
す
る
気
質
も
そ
の
中
で

育
っ
た
に
違
い
な
い
。
起
句
、
承
句
は
、
六
十
代
の
年
齢
で
、
案
内
人
に
老
体
を
い
ろ
い
ろ
気
遣
わ
れ
る
の
に
対
し
て
、
な
お
意
気
盛
ん

で
あ
る
様
を
ふ
ざ
け
て
言
い
返
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

半
日
渓
辺
去
又
来
、
両
山
絶
壁
合
還
開
。
自
歓
墨
客
胸
中
曠
、
収
得
幾
多
丘
壑
回
。

【
訓
読
】
半は

ん

日じ
つ

渓け
い

辺へ
ん

去さ

り
又ま

た

来き
た

る
、
両

り
よ
う

山ざ
ん

絶ぜ
つ

壁ぺ
き

合あ

い
還ま

た
開ひ

ら

く
。
自み

ず
から

歓よ
ろ
こぶ

墨ぼ
つ

客か
く

胸き
よ
う

中ち
ゆ
う

曠ひ
ろ

く
し
て
、
幾い

く

多た

の
丘

き
ゆ
う

壑が
く

を
収お

さ

め
得え

て
回か

え

ら
ん

こ
と
を
。

【
訳
】
半
日
か
け
て
、
渓
谷
の
そ
ば
を
い
っ
た
り
き
た
り
し
て
い
る
。
両
岸
の
絶
壁
が
、
閉
じ
た
か
と
思
う
と
ま
た
開
け
る
。
あ
あ
う
れ

し
い
、
文
人
墨
客
た
る
私
は
、
心
が
限
り
な
く
広
い
の
で
、
い
く
つ
も
の
山
や
谷
の
美
し
い
景
色
を
そ
の
心
に
収
め
て
帰
る
こ
と
が
で
き

る
。

【
注
】
半
日
―
―
も
と
も
と
、
昼
の
半
分
程
度
の
時
間
、
日
本
語
と
同
様
、
長
い
時
間
を
指
す
。
皇
甫
松 

・
采
蓮
子
「
端
無
く
も
水
を

隔
て
て
蓮
子
を
抛
つ
、
遥
か
に
人
に
知
ら
れ
て
半
日
羞
づ
」。　

渓
辺
―
―
谷
の
付
近
。
こ
こ
で
は
、
遊
歩
道
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
庾

肩
吾
・
道
館
詩
「
仙
人
白
鹿
の
上
、
隐
士
潜
溪
の
辺
」。　

去
又
来
―
―
呂
岩
・
七
言
其
五
十
九
「
金
錘
灼
灼
と
し
て
天
階
に
舞
い
、
独

り
自
ら
龍
に
騎
り
て
去
り
又
来
る
」。　

両
山
絶
壁
―
―
「
両
岸
絶
壁
」
と
し
た
い
と
こ
ろ
を
平
仄
の
関
係
で
「
山
」
に
変
え
た
。
杜
甫
・

七
月
一
日
終
明
府
の
水
楼
に
題
す
二
首
其
一
「
绝
壁
雲
を
過
ぎ
て
錦
繍
を
開
く
」。
謝
霊
運
・
石
門
の
最
高
頂
に
登
る
「
晨
に
策
つ
き
て

絶
壁
を
尋
ね
、
夕
べ
に
息
い
て
山
栖
に
在
り
」。
蘇
軾
・
石
鐘
山
記
「
莫
夜
月
明
ら
か
な
る
に
至
り
て
、
独
り
邁
と
小
舟
に
乗
っ
て
絶
壁

の
下
に
至
る
」。 　

合
還
開
―
―
楊
万
里
・
春
雨
止
ま
ら
ず
二
首
其
二
「
春
雨
毛
の
如
く
又
埃
に
似
る
、
雲
は
開
き
て
還
た
合
し
合
し
て

還
た
開
く
」。　

自
歓
―
―
詩
で
は
「
自
喜
」
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
平
仄
の
関
係
で
「
歓
」
字
を
用
い
る
。「
自
」
は
英
語
の
再
帰
代

名
詞
に
あ
た
る
。「
自
分
（
だ
け
）
で
、
自
分
が
・
・
・
で
あ
る
こ
と
を
よ
ろ
こ
ぶ
」。
白
居
易
・
僧
智
如
と
夜
話
す
「
憂
労
は
智
巧
に
縁

る
、
自
ら
喜
ぶ
百
も
能
無
き
を
」。
陸
機
・
鞠
歌
行
「
鼓
鐘
歇
ま
ば
、
豈
に
自
ら
歓
ば
ん
や
」。　

墨
客
―
―
文
人
一
般
を
い
う
語
。
楊

七
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雄
・
長
楊
賦
「
言
未
だ
卒
ら
ざ
る
に
、
墨
客
席
を
降
り
て
、
再
拜
稽
首
す
」。
本
来
は
、
墨
の
擬
人
化
で
あ
る
が
、
こ
の
賦
が
本
と
な
っ

て
、
文
人
の
別
称
と
な
っ
た
。
杜
甫
・
胡
侍
御
の
書
堂
に
宴
す
「
翰
林
は
名
素
有
り
、
墨
客
は
興
違
う
無
し
」。　

胸
中
曠
―
―
転
句
・

結
句
は
「
胸
中
丘
壑
」
を
意
識
す
る
。
黄
庭
堅
・
子
瞻
（
蘇
軾
の
こ
と
）
の
枯
木
に
題
す
「
胸
中
元
よ
り
自
ら
丘
壑
有
り
」
と
い
う
句
を

も
と
に
し
た
成
語
で
あ
る
が
、
す
で
に
六
朝
か
ら
、
文
人
は
、
俗
世
界
を
離
れ
て
、
自
然
の
山
水
に
遊
び
、
山
水
の
気
を
内
面
化
す
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
、
絵
画
観
、
文
学
観
が
あ
っ
た
。「
曠
」
は
広
々
と
し
て
何
も
な
い
状
態
。
雑
念
な
く
、
自
然
の
美
し
さ
を
吸
収
で
き

る
だ
け
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。　

収
得
―
―
こ
の
語
は
、
も
と
も
と
は
収
め
て
得
る
、
と
い
う
意
味
で
、

敵
を
捕
獲
す
る
よ
う
な
場
合
に
使
わ
れ
た
。『
後
漢
書
』
公
孫
瓚
伝
「
生
口
七
万
餘
人
を
収
得
せ
り
」。
唐
代
に
は
、
得
が
助
辞
的
な
機
能

に
な
り
、
収
を
二
文
字
に
引
き
延
ば
し
た
に
過
ぎ
な
く
な
り
、
意
味
も
、
取
得
す
る
、
手
に
入
れ
る
等
、
広
く
一
般
的
な
も
の
に
広
が
っ

た
。
曹
鄴
・
陽
朔
の
友
人
に
寄
す
「
我
月
中
に
到
り
て
種
を
收
得
し
、
君
が
為
に
移
し
て
故
園
に
向
か
っ
て
栽
ゆ
」。　

王
建
・
宮
詞

一
百
首
其
四
十
一
「
收
め
得
た
り
山
丹
红
蕊
の
粉
、
鏡
前
に
洗
却
す
麝
香
の
黄
な
る
を
」。
日
本
語
で
は
、「
収
得
罪
」
の
よ
う
に
、
他
人

の
所
有
物
を
盗
ん
で
、
自
分
の
も
の
に
す
る
場
合
に
し
ば
し
ば
こ
の
語
を
使
う
が
、
こ
こ
は
そ
う
で
は
な
い
。　

幾
多
―
―
数
や
量
が
ど

れ
ほ
ど
、
と
い
う
意
味
。
英
語
のhow

 m
uch

、how
 m

any

。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
、
と
い
う
感
嘆
の
気
持
ち
が
起
こ
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
量
や
数
は
か
な
り
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
、
と
意
訳
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
李
商
隐
・
代
り
て
贈

る
其
二
「
総
て
春
山
を
把
り
て
眉
黛
を
掃
く
、
知
ら
ず
幾
多
の
愁
い
を
供
し
得
た
る
か
を
」。　

丘
壑
回
―
―
前
述
の
「
胸
中
丘
壑
」
に

関
す
る
説
明
を
参
照
。

＊
風
狂
に
こ
の
山
水
を
練
り
歩
く
の
は
、
我
な
が
ら
滑
稽
な
ほ
ど
で
あ
る
。
で
も
、
気
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
し
ょ
う
が
な
い
。
こ
の
自
然

を
味
わ
う
に
ふ
さ
わ
し
い
自
分
と
い
う
人
間
が
、
こ
の
地
に
い
る
と
い
う
あ
り
が
た
さ
、
巡
り
合
わ
せ
の
不
思
議
さ
を
、
こ
れ
か
ら
の
南

画
界
を
背
負
お
う
と
す
る
自
負
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
詠
っ
て
い
る
。

老
楓
安
分
在
深
山
、
人
跡
疎
辺
占
静
間
。
却
怪
春
情
猶
未
忘
、
也
逢
青
女
発
紅
顔
。

【
訓
読
】
老ろ

う

楓ふ
う

分ぶ
ん

に
安や

す

ん
じ
て
深し

ん

山ざ
ん

に
在あ

り
、
人じ

ん

跡せ
き

の
疎ま

ば
らな
る
辺あ

た

り
に
静せ

い

間か
ん

を
占し

む
。
却か

え

っ
て
怪あ

や

し
む
春

し
ゆ
ん

情じ
よ
う

猶な

お
未い

ま

だ
忘わ

す

れ
ず
、
也ま

た

八



青せ
い

女じ
よ

に
逢あ

い
て
紅こ

う

顔が
ん

を
発は

つ

す
。

【
訳
】
年
老
い
た
楓
は
、
自
分
の
身
の
程
を
わ
き
ま
え
て
、
奥
深
い
山
に
植
わ
っ
て
い
る
。
訪
れ
る
人
の
足
跡
も
ま
ば
ら
な
と
こ
ろ
で
、

静
か
で
穏
や
か
な
世
界
を
独
り
占
め
し
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
お
か
し
い
こ
と
だ
、
こ
の
楓
は
い
ま
な
お
恋
心
を
捨
て
き
れ
な
い
で
い
る

よ
う
で
、
青
空
か
ら
降
り
て
く
る
霧
霜
を
司
る
女
神
の
青
女
に
出
会
う
や
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
い
る
よ
（
紅
葉
す
る
こ
と
を
い
う
）。

【
注
】
老
楓
―
―
老
い
た
楓
樹
は
、
秋
冷
で
す
ぐ
に
赤
く
な
る
と
い
う
。
楊
万
里
・
豊
山
小
憩
「
野
香
寒
蝶
聚
り
、
秋
色
老
楓
知
る
」。

日
本
の
カ
エ
デ
と
中
国
の
楓
は
、
葉
の
形
状
は
似
る
が
、
中
国
の
楓
の
葉
は
何
倍
も
大
き
い
。
別
の
種
で
あ
る
が
、
日
本
の
漢
詩
人
は
承

知
の
上
で
「
楓
」
字
を
用
い
る
。　

安
分
―
―
真
面
目
に
自
分
の
与
え
ら
れ
た
本
分
を
ま
も
る
こ
と
。
分
は
、
人
ご
と
に
運
命
と
し
て
分

け
与
え
ら
れ
た
も
の
。
盧
綸
・
暢
当
山
居
に
寄
贈
す
「
君
子
固
よ
り
分
に
安
ん
ず
、
労
者
の
譏
り
を
聴
く
毋
れ
」。
青
年
期
よ
り
、
禅
を

修
し
た
直
入
は
、
禅
語
の
「
知
足
安
分
」
等
が
、
念
頭
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。「
知
足
安
分
」
し
よ
う
と
し
て
も
悟
れ
な
い
、
人

間
の
愚
か
さ
、
面
白
さ
が
こ
の
詩
の
底
に
あ
る
よ
う
に
思
う
。　

在
深
山
―
―
白
居
易
・
木
蓮
樹
巴
峡
山
谷
間
に
生
じ
・
・
・「
幾
度
移

さ
ん
と
欲
す
る
も
移
し
得
ず
、
天
抛
擲
せ
教
め
て
深
山
に
在
り
」。　

人
跡
―
―
人
の
足
あ
と
。『
史
記
』
秦
始
皇
本
紀
「
人
跡
至
る
所
、

臣
為
ら
ざ
る
者
無
し
」。
張
協
雑
詩
十
首
其
九
「
溪
壑
人
跡
無
く
、
荒
楚
鬱
と
し
て
蕭
森
」。
韋
応
物
・
閑
居
端
及
び
重
陽
に
寄
す
「
山
は

野
寺
に
明
か
に
し
て
曙
鐘
微
か
に
、
雪
は
幽
林
に
満
ち
て
人
跡
稀
な
り
」。
劉
宰
・
野
犬
行
「
田
舎
煙
無
く
人
跡
疏
な
り
、
我
之
を
言
わ

ん
と
欲
し
て
涕
涙
俱
に
す
」。　

疎
辺
―
―
疎
は
疏
の
俗
字
。
稀
で
あ
る
こ
と
。「
疎
辺
」
と
熟
す
る
こ
と
は
な
く
、「
疎
処
」
が
常
套
。

平
仄
の
関
係
（
日
本
漢
詩
で
は
し
ば
し
ば
処
の
代
わ
り
に
辺
を
用
い
る
）
と
、「
人
跡
疎
な
る
あ
た
り
に
」
と
読
み
下
し
た
場
合
の
、
日

本
語
と
し
て
の
調
子
の
良
さ
を
愛
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
杜
牧
（
一
説
に
許
渾
）・
紫
藤
「
花
を
移
し
て
疏
処
に
種
え
、
薬
を
斸
り
て
困
時

に
攀
づ
」。　

占
静
間
―
―
間
は
、
本
字
は
閒
。
こ
こ
で
は
閑
の
意
。『
楚
辞
』
宋
玉
・
招
魂
「
像
し
て
君
が
室
を
設
く
、
静
閒
に
し
て
安

ら
か
な
ら
ん
些
」。
普
通
は
「
清
閑
」
の
方
が
詩
語
と
し
て
は
好
ま
れ
る
。
平
仄
の
関
係
と
静
か
さ
が
特
に
詠
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

蘇
軾
・
胡
完
夫
に
次
韻
す
「
万
事
会
ら
ず
須
く
伯
始
に
諮
す
べ
し
、
白
頭
我
の
清
閑
を
占
む
る
を
容
れ
よ
」。　

却
怪
―
―
双
声
の
語
。

印
象
的
な
子
音
の
連
続
で
、
転
句
の
驚
き
、
意
外
性
を
強
調
す
る
。
白
居
易
・
郡
中
夜
李
山
人
の
三
楽
を
弹
く
を
聴
く
「
却
っ
て
怪
し
む

鍾
期
の
耳
，
唯
だ
水
と
山
と
を
聴
く
を
」。　

春
情
―
―
男
女
の
恋
愛
感
情
、
情
欲
。
子
夜
四
時
歌
・
春
歌
二
十
首
其
七
「
那
ぞ
能
く
閨

九
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中
の
繡
、
独
り
春
情
を
懐
く
無
か
ら
ん
」。
王
融
・
琵
琶
を
詠
む
「
糸
中
意
緒
を
伝
え
、
花
裏
春
情
を
寄
す
」。　

猶
未
忘
―
―
年
老
い

て
捨
て
た
は
ず
の
春
情
を
ま
だ
忘
れ
て
お
ら
ず
、
春
情
を
催
し
た
よ
う
だ
。
王
十
朋
・
安
静
堂
旧
額
に
復
す
「
今
才
か
に
五
日
京
兆
な
る

耳
、
此
の
陳
跡
を
眷
り
み
れ
ば
猶
未
だ
忘
れ
ず
」。　

也
逢
青
女
―
―
「
也
」
は
、「
亦
」
に
同
じ
。「
・
・
・
も
ま
た
」
の
意
の
副
詞
。

唐
詩
で
よ
く
用
い
る
。
た
だ
し
、
何
に
対
し
て
「
も
」
と
応
じ
て
い
る
の
か
い
さ
さ
か
疑
問
。
お
そ
ら
く
、
隠
居
し
て
悟
っ
た
風
で
あ
っ

て
「
も
」
と
い
う
つ
も
り
か
。
青
女
は
霜
や
雪
を
司
る
女
神
。『
淮
南
子
』
天
文
訓
「
秋
三
月
に
至
り
て
・
・
・
青
女
乃
ち
出
で
、
以
て

霜
雪
を
降
す
」。
そ
の
高
誘
の
注
に
、「
青
女
は
天
神
。
青
霄
の
玉
女
霜
雪
を
主
ど
る
也
」。
晴
れ
た
青
天
（
黒
み
が
か
っ
た
青
。
古
典
で

は
夜
の
空
も
青
色
と
い
う
）
か
ら
霜
が
降
る
こ
と
を
古
代
人
が
不
思
議
に
思
っ
て
、
女
神
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
晩

秋
を
司
る
女
神
と
さ
れ
た
。
蕭
統
・
铜
博
山
香
爐
賦
「
時
に
於
い
て
青
女
寒
さ
を
司
り
、
紅
光
景
を
翳
（
か
ざ
）
す
」。
杜
甫
・
秋
野
其

四
「
飛
霜
青
女
に
任
せ
、，
被
を
賜
わ
る
は
南
宮
を
隔
つ
」。
佘
翔
・
晋
安
館
中
懐
い
を
紀
す
其
四
「
節
序
青
女
に
逢
う
も
、
他
郷
な
れ
ば

未
だ
衣
を
授
か
ら
ず
」。　

発
紅
顔
―
―
紅
顔
は
、
若
者
の
血
色
の
よ
い
顔
色
。
杜
甫
・
暮
秋
裴
道
州
の
手
札
を
枉
ぐ
「
憶
う
子
の
初
め

て
永
嘉
に
尉
と
為
り
て
去
り
、
紅
颜
白
面
の
花
は
肉
に
映
ず
」。
さ
ら
に
は
、
青
少
年
時
代
の
活
発
な
さ
ま
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
沈

約
・
君
子
有
所
思
行
「
共
に
矜
る
紅
顔
の
日
、
俱
に
忘
る
白
髪
の
年
」。
李
白
・
孟
浩
然
に
贈
る
「
紅
顔
軒
冕
を
棄
て
、
白
首
松
雲
に
卧

す
」。
発
は
隠
さ
な
い
で
、
外
に
現
れ
る
こ
と
。
白
居
易
・
自
詠
「
夜
鏡
白
髪
を
隠
し
、
朝
酒
紅
顔
を
発
す
」。
恥
ず
か
し
く
て
顔
を
赤
ら

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

＊
老
楓
は
、
眼
前
の
光
景
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
を
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
老
い
さ
ら
ば
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
芸
術
家
人

生
に
満
足
し
、
隠
居
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
秋
の
景
色
を
見
て
、
若
い
と
き
の
気
力
や
美
へ
の
愛
が
よ
み
が
え
っ

た
よ
う
だ
。
事
実
、
老
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
あ
と
直
入
は
京
都
に
帰
っ
て
、
画
学
校
の
校
長
に
な
り
、
南
画
界
を
牽
引
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

巌
腰
紅
葉
枕
渓
流
、
眠
月
臥
雲
霜
露
秋
。
山
色
粧
来
如
有
待
、
不
知
山
色
待
吾
不
。

【
訓
読
】
巌
腰
の
紅こ

う

葉よ
う

は
渓け

い

流り
ゆ
うに
枕ま

く
らし
、
月つ

き

に
眠ね

む

り
雲く

も

に
臥ふ

す
霜そ

う

露ろ

の
秋あ

き

。
山さ

ん

色し
よ
く

粧よ
そ
おい
来き

た

る
待ま

つ
有あ

る
が
如ご

と

し
、
知し

ら
ず
山さ

ん

色し
よ
く

吾わ
れ

を
待ま

一
〇



つ
や
不い

な
や
を
。　

【
訳
】
大
き
な
岩
の
中
腹
に
紅
葉
が
か
か
っ
て
お
り
、
谷
川
に
臨
ん
で
い
る
。
月
の
光
の
中
で
眠
り
、
雲
の
上
に
臥
し
て
る
の
だ
、
霜
や

露
の
下
る
晴
れ
渡
っ
た
秋
の
夜
に
。
山
の
景
色
は
、
色
と
り
ど
り
に
装
っ
て
、
何
者
か
を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
、
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
俺
が
絵
を
描
い
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
か
も
。

【
注
】
巌
腰
―
―
巌
は
岩
と
ほ
ぼ
同
じ
。
山
の
よ
う
な
大
き
な
岩
。
丁
宝
臣
・
崇
法
院
に
留
題
す
「
岩
腰
を
鑿
破
し
て
磴
道
成
る
」。
巌

腰
は
、
本
来
は
、
大
岩
の
中
腹
あ
た
り
を
い
う
と
思
わ
れ
る
が
、
岩
の
側
面
全
体
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。
別
解
と
し
て
、「
巌
は
紅

葉
を
腰
に
し
て
渓
流
に
枕
し
」
を
提
案
す
る
。「
巌
」
を
主
語
、「
腰
」
を
動
詞
で
読
ん
で
、
腰
の
あ
た
り
に
赤
い
模
様
の
服
の
よ
う
な

紅
葉
を
巻
い
て
、
谷
川
を
枕
の
よ
う
に
し
て
、
大
き
な
岩
が
寝
転
ん
で
い
る
と
擬
人
的
に
見
立
て
る
わ
け
で
あ
る
。「
腰
紅
葉
」
と
「
枕

渓
流
」
と
が
句
中
対
に
な
っ
て
調
子
が
よ
い
。「
枕
」
字
に
こ
だ
わ
れ
ば
、「
巌
腰
の
紅
葉
」
が
、「
渓
流
に
枕
す
る
」
の
は
お
か
し
い
。

も
っ
と
も
、「
枕
」
は
平
仄
の
関
係
で
、「
臨
」
の
代
わ
り
に
用
い
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
し
、
別
解
で
は
、
巌
の
描
写
が
漫
画
的
で
あ
っ

て
、
興
趣
に
乏
し
い
。　

枕
渓
流
―
―
「
枕
」
は
、
平
仄
の
関
係
で
「
臨
」
字
の
代
わ
り
に
用
い
た
。
あ
る
地
形
や
事
物
が
寝
転
が
っ

て
枕
に
す
る
ぐ
ら
い
近
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
漢
書
』
厳
助
伝
「
会
稽
の
東
は
海
に
接
し
、
南
は
諸
越
に
近
く
、
北
は
大
江
に
枕

す
」。
拾
得
・
其
五
十
三
「
雲
林
最
も
幽
栖
に
し
て
、
澗
に
傍
い
て
月
溪
に
枕
す
」。
邢
群
・
郡
中
懐
う
有
り
、
上
睦
州
員
外
杜
十
三
兄
に

寄
す
「
城
は
溪
流
に
枕
し
て
更
に
浅
斜
」。　

眠
月
臥
雲
―
―
禅
語
の
「
臥
月
眠
雲
」
を
分
解
し
て
組
み
立
て
た
。「
臥
月
眠
雲
」
は
、

山
野
に
隠
遁
し
て
、
清
ら
か
で
趣
の
あ
る
日
々
を
送
る
こ
と
。『
虚
堂
和
尚
語
録
』
巻
一
「
僧
問
う
、
呼
猿
洞
口
、
無
心
に
し
て
月
に
臥

し
雲
に
眠
る
、
長
水
江
頭
、
正
に
好
し
綸
を
抛
げ
う
ち
釣
を
擲
げ
う
つ
」。
直
入
は
、
黄
檗
宗
門
で
禅
に
励
ん
で
お
り
、
晩
年
は
住
持
に

も
な
っ
て
い
る
。
杜
荀
鹤
・
人
の
呉
に
遊
ぶ
を
送
る
「
遥
か
に
知
る
未
だ
月
に
眠
ら
ず
、
郷
思
漁
歌
に
在
る
を
」。
皎
然
・
清
江
「
雲
に

卧
し
独
り
処
る
を
知
る
、
月
を
望
み
時
を
同
じ
く
す
る
を
憶
う
」。
白
居
易
・
元
郎
中
の
懐
い
を
書
い
て
贈
ら
見
る
に
酬
ゆ
「
身
を
終
う

る
ま
で
雲
に
臥
す
伴
と
作
ら
ん
と
擬
す
、
月
を
逐
い
て
須
く
薬
を
焼
く
銭
を
収
む
べ
し
」。　

霜
露
秋
―
―
宋
玉
・
九
辯
「
霜
露
惨
悽
と

し
て
而
し
て
交
も
下
り
兮
，
心
は
尚
お
其
の
済
ら
ざ
る
を
幸
い
と
す
」。
陶
潜
・
庚
戌
の
歳
九
月
中
西
田
に
於
い
て
旱
稲
を
穫
る
「
山
中

霜
露
饒
か
に
し
て
、
風
気
亦
た
先
ん
じ
て
寒
し
」。
沈
周
・
史
西
村
と
途
次
に
相
い
値
い
て
、
遂
に
同
に
載
る
「
遠
遊
尽
く
さ
ず
江
湖
の

一
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話
、
多
病
還
お
驚
く
霜
露
の
秋
」。　

山
色
―
―
山
の
景
色
。 

江
淹
・
征
虜
に
始
安
王
に
従
う
道
中
「
山
気
百
里
に
亘
り
、
山
色
雲
と
平

か
な
り
」。
岑
参
・
岐
州
北
郭
厳
給
事
の
別
業
に
宿
す
「
郭
外
山
色
溟
く
、
主
人
林
館
秋
な
り
」。　

粧
来
―
―
蘇
泂
・
金
陵
雑
興
二
百
首

其
一
百
八
「
花
案
粧
い
来
り
て
日
日
新
た
な
り
」。　

如
有
待
―
―
王
適
・
江
上
懐
い
有
り
「
棹
歌
数
曲
待
つ
有
る
が
如
し
、
正
に
見
る

明
月
東
海
を
度
る
を
」。
杜
甫
・
後
遊
「
江
山
待
つ
有
る
が
如
し
、
花
柳
更
に
私
無
し
」。　

不
知
―
―
不
知
＋
疑
問
文
で
、・
・
・
な
の

か
し
ら
。　

山
色
待
吾
不
―
―
李
白
・
江
上
に
皖
公
山
を
望
む
「
吾
れ
の
還
丹
の
成
る
を
待
ち
、
跡
を
投
じ
て
此
の
地
に
帰
ら
ん
」。
文

同
・
韻
に
依
り
て
図
南
に
和
す
五
首
其
一
平
阿
馬
上
「
才
か
に
郵
亭
に
到
れ
ば
便
ち
沈
思
す
、
向
来
佳
景
は
吾
が
曹
を
待
つ
」。　

不
―

―
句
末
の
「
不
」
は
ふ
（
ふ
う
・
ひ
ゅ
う
）
と
読
み
、
反
復
疑
問
文
を
作
る
。
た
だ
、「
不
知
」
の
「
不
」
と
重
な
る
の
は
近
体
詩
に
お

け
る
同
字
不
重
複
の
原
則
に
反
し
て
い
て
ま
ず
い
が
、
一
方
、
こ
の
時
、
こ
の
場
所
で
、
こ
の
景
色
に
、
他
な
ら
ぬ
自
分
が
巡
り
合
わ
せ

た
こ
と
の
不
思
議
さ
に
対
す
る
感
慨
が
、
戸
惑
う
よ
う
な
措
辞
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

＊
山
々
は
あ
た
か
も
修
行
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
己
を
高
め
、
私
が
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
だ
。
そ
の
期
待
に
応
え
て
、
さ

あ
、
こ
れ
か
ら
お
ま
え
達
の
精
神
を
写
し
た
、
立
派
な
絵
を
描
い
て
や
ろ
う
。
創
作
意
欲
に
駆
ら
れ
る
、
自
分
自
身
に
驚
き
な
が
ら
、
こ

の
連
作
を
締
め
く
く
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別べ
つ

火か　

千ち

秋あ
き

か
し
こ
み
し　

鬼お
に

も
あ
り
け
ん　

岩い
わ

山や
ま

も　

心こ
こ
ろや

す
けげ

に　

か
よ
ふう

猿さ
る

か
な

【
訳
】
誰
も
が
恐
れ
て
い
た
鬼
も
い
た
で
あ
ろ
う
こ
の
岩
山
も
、
時
が
た
ち
、
猿
た
ち
が
気
安
く
駆
け
回
っ
て
い
る
こ
と
よ
。

【
注
】
別
火
千
秋
―
―
幕
末
の
歌
人
・
国
学
者
。
出
雲
大
社
の
上
官
。
本
名
別
火
吉
満
、
通
称
治
郎
、
千
秋
。『
出
雲
名
所
歌
集　

初
篇
』

等
当
時
の
多
く
の
和
歌
集
に
そ
の
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
以
上
、
森
繁
夫
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』（
思
文
閣
出
版
）
に
よ
る
。
こ

の
書
の
別
火
に
は
「
ベ
ツ
ヒ
」
と
ル
ビ
が
打
っ
て
あ
る
が
、
正
し
く
は
「
べ
っ
か
」。
別
火
は
『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
、「
神
事
を
行
う
者

が
、
穢
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
別
に
き
り
出
し
た
火
で
食
物
を
調
理
し
て
食
す
る
こ
と
。
ま
た
、
障
り
の
あ
る
人
が
炊
事
の
火
を
別
に
す
る

こ
と
」。
こ
れ
に
由
来
し
て
、
出
雲
大
社
上
官
の
姓
に
も
な
っ
て
い
る
。　

か
し
こ
み
し
―
―
「
か
し
こ
む
」
は
、
和
歌
に
は
あ
ま
り
用

一
二



い
ら
れ
な
い
。
恐
れ
る
こ
と
。「
海
中
（
わ
た
な
か
）
を
渡
る
と
き
、
な
か
し
こ
ま
せ
ま
つ
り
そ
」（『
古
事
記
』
上
）、「
大
君
の
命
（
み

こ
と
）
か
し
こ
み
磯
に
触
り
海
原
（
う
の
は
ら
）
渡
る
父
母
を
置
き
て
」（『
万
葉
集
』
四
三
二
八
）。
古
代
風
、
万
葉
調
の
語
で
、
昔
の

こ
と
を
荘
重
に
歌
っ
て
、
下
の
句
に
、
そ
れ
と
対
比
し
て
卑
俗
な
猿
の
出
て
く
る
滑
稽
さ
が
あ
る
。「
か
し
こ
む
」
は
鬼
が
玉
姫
命
に
対

し
て
恐
れ
て
い
る
よ
う
に
も
取
れ
る
が
、
全
体
の
歌
意
か
ら
は
、
や
は
り
鬼
が
人
々
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。　

鬼
も
あ
り
け
ん

岩
山
も
―
―
「
鬼
」
の
語
に
よ
っ
て
、
風
土
記
の
「
わ
に
」
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
え
な
い
。
や
は
り
、「
鬼
の
舌
震
」
の
名
か
ら
、

訳
の
分
か
ら
な
い
異
形
の
も
の
に
こ
の
辺
り
一
帯
が
支
配
さ
れ
て
い
た
と
夢
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
舌
震
と
の
関
係
は
見
え
な
い
が
。

心
や
す
け
に
―
―
気
安
げ
に
。
親
し
げ
に
。
の
ん
び
り
と
。『
源
氏
物
語
』
竹
河
「
今
め
か
し
う
心
や
す
げ
に
も
て
な
し
て
、
世
に
も
故

あ
り
、
心
に
く
き
お
ぼ
え
に
て
さ
ぶ
ら
ひ
給
」。　

か
よ
ふ
―
―
行
き
来
す
る
。
伝
山
部
赤
人
「
ほ
と
と
ぎ
す
か
よ
ふ
垣
根
の
卯
の
花
の

憂
き
こ
と
あ
り
や
君
が
来
ま
さ
ぬ
」。　

猿
か
な
―
―
ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
本
来
は
「
猴
」
で
、
メ
ガ
ネ
ザ
ル
等
の
「
猿
」
と
は
違
う
が
、
日

本
で
は
通
用
。
猿
は
、
優
雅
な
和
歌
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
題
材
。
大
伴
旅
人
「
あ
な
醜
賢
し
ら
を
す
と
酒
飲
ま
ぬ
人
を
よ
く
見
れ
ば
猿

に
か
も
似
る
」
の
如
く
、
ふ
ざ
け
た
歌
で
し
か
使
わ
れ
な
い
。
卑
俗
な
感
じ
で
、
鬼
神
の
い
た
神
話
時
代
が
無
限
に
遠
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
雰
囲
気
が
醸
し
出
さ
れ
る
。 

＊
前
半
の
訳
の
分
か
ら
な
い
神
世
の
世
界
と
後
半
の
卑
俗
な
現
実
世
界
の
単
純
な
重
ね
合
わ
せ
が
面
白
い
。「
か
し
こ
む
」
と
「
心
や
す

げ
」、「
あ
り
」
と
「
か
よ
ふ
」、「
鬼
」
と
「
猿
」、
重
々
し
さ
と
軽
さ
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
奇
岩
に
よ
っ
て
、
開

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
異
世
界
へ
の
入
り
口
が
、
猿
の
姿
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
無
事
閉
じ
ら
れ
る
、
安
心
感
そ
し
て
残
念
感
が
こ
の
歌
の

持
ち
味
で
あ
ろ
う
か
。
太
古
か
ら
の
長
大
な
時
間
の
推
移
に
対
す
る
感
慨
も
感
じ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　

松ま
つ

江え　

曲
き
よ
く

川せ
ん

雪ゆ
き

な　

だた
れ　

何い
ず
こ処
や
鬼お

に

の　

舌し
た

ふぶ

る　

いひ

【
訳
】
渓
谷
が
雪
崩
に
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
こ
だ
ろ
う
か
。
伝
説
の
鬼
が
舌
を
ぶ
る
ぶ
る
と
振
る
わ
せ
て
い
る
の
は
。

【
注
】
雪
な
だ
れ
―
―
初
春
の
季
語
。
な
だ
れ
は
、
本
来
山
や
坂
な
ど
が
崩
れ
る
こ
と
。『
芭
蕉
一
座
連
句
』・
歌
仙
ほ
し
さ
き
の
「
築
山
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の
な
だ
れ
に
梅
を
植
ゑ
か
け
て　

自
笑
」。
現
在
は
「
な
だ
れ
」
だ
け
で
雪
の
な
だ
れ
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
が
、
江
戸
時
代
ま
で
は
、

雪
な
だ
れ
と
い
っ
っ
て
い
た
。『
新
続
犬
筑
波
集
』「
春
道
の
つ
ら
き
山
越
え
や
雪
な
だ
れ
」。　

何
処
や
―
―
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
直
接

的
に
は
雪
崩
が
景
色
を
隠
し
て
し
ま
っ
て
、
名
勝
鬼
の
舌
震
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い
う
。
し
か
し
、
気
分
的
に
は
、
雪

な
だ
れ
に
つ
い
て
て
も
「
何
処
や
」
と
問
い
か
け
て
い
る
。
真
っ
白
な
雪
景
色
の
中
を
あ
て
ど
な
く
さ
ま
よ
っ
て
い
る
心
も
と
な
さ
。
な

だ
れ
の
音
が
ど
こ
か
遠
く
で
聞
こ
え
て
い
る
と
設
定
し
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。　

鬼
の
舌
ぶ
る
ひ
―
―
表
面
的
に
は
、
鬼
が
舌
を
ふ

る
わ
せ
た
の
で
、
雪
崩
が
起
こ
っ
た
と
い
う
諧
謔
で
あ
ろ
う
が
、
サ
メ
な
の
か
、
鬼
な
の
か
、
知
ら
な
い
が
、
何
か
が
、
こ
の
銀
世
界
の

下
の
ど
こ
か
で
、
人
知
の
あ
ず
か
り
知
ら
ぬ
営
み
を
行
っ
て
い
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
感
覚
を
詠
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。

＊
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
ま
た
『
猿
蓑
』
所
収
の
句
「
笠
嶋
は
い
づ
こ
さ
月
の
ぬ
か
り
道
」
を
意
識
す
る
で
あ
ろ
う
。
芭
蕉
が
、
藤
原
実
方

の
墓
が
あ
る
と
い
う
笠
嶋
を
訪
ね
よ
う
と
し
た
が
、
折
か
ら
の
五
月
雨
で
道
が
悪
く
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
詠
ん
で
い

る
。
地
名
の
「
笠
」
を
、「
ぬ
か
り
道
」
の
眼
前
の
風
景
に
付
け
合
わ
せ
た
作
り
方
で
あ
る
。
こ
の
句
も
、
眼
前
の
風
景
の
「
な
だ
れ
」

を
地
名
の
「
鬼
の
舌
震
」
に
付
け
合
わ
せ
る
趣
向
。
順
番
は
逆
の
よ
う
で
あ
る
が
、
真
ん
中
に
「
い
づ
こ
」
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確

か
に
あ
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
な
の
に
、
そ
れ
に
到
達
で
き
な
い
じ
れ
っ
た
さ
自
体
を
興
あ
る
も
の
と
し
て
楽
し
む
態
度

が
、
芭
蕉
と
曲
川
で
通
底
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
人
生
の
悲
哀
を
も
感
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

○
出い

ず
も雲

赤せ
き

壁へ
き

勝し
よ
うハ

国く
に

ノ
東と

う

北ほ
く

端た
ん

ニ
ア
ル
雲く

も

津づ

浦う
ら

（
島し

ま

根ね

郡ぐ
ん

）
ノ
海か

い

岸が
ん

ナ
リ
。
断だ

ん

巌が
ん

絶ぜ
つ

壁ぺ
き

、
高た

か

サ
数す

う

十じ
ゆ
う

丈じ
よ
う。

其そ
の

色い
ろ

赭し
や

黒こ
く 

ニ
シ
テ
、
凡お

よ

ソ
二に

十じ
つ

町ち
よ
うニ

度わ

タ

ル
。
松ま

つ

ア
リ
テ
葱そ

う

々そ
う

、
岩い

わ

ニ
倚よ

り

テ
眠ね

む

リ
、
瀧た

き

ア
リ
テ
轟ご

う

々ご
う

、
石い

し

ヲ
衝つ

き

テ
砕く

だ

ケ
、
間ま

ま

鳥ち
よ
う

声せ
い

ヲ
聞き

キ
、
会

た
ま
た
ま

魚う
お

ノ
躍お

ど

ル
ヲ
見み

ル
。
瀧た

き

ノ
名な

ヲ
尾お

野の

戸へ

ト
曰い

フう

。
高た

か

サ
五ご

間け
ん

餘あ
ま
り、
幅は

ば

一い
つ

間け
ん

有ゆ
う

半は
ん

。
北ほ

つ

風ぷ
う

吹ふ
き

来き
た

リ
、
水す

い

波は

ハ
稍や

や

興お
こ

ル
ト
雖い

え

トど

モ
、
亦ま

た

当ま

サ
ニ
中

ち
ゆ
う

秋し
ゆ
う

舟ふ
ね

ヲ
泛う

か

フぶ

ル
ノ
行こ

う

ア
ル
ヘ

シ
。

【
訳
】
こ
の
名
勝
は
、
出
雲
国
の
東
北
の
は
し
に
あ
る
雲
津
浦
（
島
根
郡
）
の
海
岸
の
こ
と
で
あ
る
。
断
崖
絶
壁
で
、
高
さ
は
約

一
百
五
十
メ
ー
ト
ル
。
そ
の
色
は
赤
黒
く
、
幅
は
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ず
っ
と
続
い
て
い
る
。
松
が
青
々
と
生
え
て
い
て
岩
に
寄
り
か

一
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か
っ
て
這
い
眠
っ
て
い
る
か
の
よ
う
、
滝
が
轟
々
と
音
を
立
て
て
お
り
、
石
に
ぶ
つ
か
っ
て
飛
沫
を
飛
ば
し
て
い
る
。
時
々
、
鳥
の
鳴
き

声
が
聞
こ
え
、
ひ
ょ
っ
と
、
魚
が
飛
び
上
が
る
の
が
見
え
た
り
す
る
。
そ
の
滝
の
名
は
尾
野
戸
（
お
の
え
）
と
い
っ
て
、
高
さ
は
九
メ
ー

ト
ル
あ
ま
り
、
幅
は
二
・
七
メ
ー
ト
ル
。
北
風
が
吹
く
と
、
波
が
少
し
上
が
る
が
、
そ
れ
で
も
、
中
秋
に
は
ぜ
ひ
船
を
海
に
浮
か
べ
て
こ

の
赤
壁
あ
た
り
を
ず
っ
と
巡
っ
て
み
る
べ
き
で
あ
る
。

【
注
】
出
雲
赤
壁
―
―
雲
津
よ
り
海
路
で
西
に
数
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
そ
び
え
立
つ
巨
大
な
岩
。
鉄
分
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
酸
化
し
て

赤
黒
く
な
っ
て
い
る
。『
島
根
県
誌
』（
島
根
県
教
育
会　

一
九
二
三
。
世
界
聖
典
刊
行
協
会
よ
り
、
一
九
七
九
覆
刻
刊
行
）
に
よ
れ
ば
、

「
松
江
藩
儒
雨
森
精
翁
称
し
て
出
雲
赤
壁
と
呼
べ
り
」。
こ
の
説
が
、
本
当
な
ら
ば
、
雨
森
精
翁
は
、
従
来
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
地
元
で

も
知
る
人
が
少
な
か
っ
た
こ
の
勝
景
を
、
中
国
の
赤
壁
に
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
ね
て
世
に
知
ら
し
め
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。
僻
陬
の
地
ゆ
え
に
、
出
雲
の
自
然
や
人
物
が
注
目
さ
れ
な
い
の
を
彼
は
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
雨
森
精
翁
は
、
星
野
文
淑
の
師

と
し
て
、
本
書
に
、
序
文
や
詩
文
を
寄
せ
、
校
閲
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
命
名
し
て
間
も
な
い
、
出
雲
赤
壁
を
な
ん
と
し
て
も
、
本
書
に

入
れ
た
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
赤
壁
は
、
中
国
後
漢
末
期
の
二
〇
八
年
、
曹
操
軍
と
孫
権
・
劉
備
連
合
軍
の
間
の
戦
い
が
起

こ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
場
所
は
、
現
在
の
湖
北
省
咸
寧
市
赤
壁
市
。
呉
の
将
軍
周
瑜
に
よ
っ
て
、
曹
操
の
軍
船
が
、
こ
の
赤
い
巨
大
な

崖
で
あ
る
、
赤
壁
の
下
で
焼
き
尽
く
さ
れ
、
曹
操
は
敗
走
し
た
。
北
宋
の
文
学
者
・
政
治
家
蘇
軾
（
一
一
三
七
～
一
二
〇
一
）
が
、
黄
州

（
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
市
黄
州
区
）
に
流
さ
れ
た
と
き
、
赤
壁
に
遊
覧
し
て
、
有
名
な
前
赤
壁
賦
、
後
赤
壁
賦
を
作
っ
た
（
一
〇
八
二
）

が
、
そ
れ
は
こ
の
古
戦
場
の
赤
壁
と
は
場
所
が
違
う
。
中
国
に
行
く
こ
と
が
な
か
っ
た
日
本
の
漢
詩
人
は
、
所
在
地
の
考
証
な
ど
ど
う
で

も
よ
く
、「
赤
い
壁
」
と
い
う
名
称
と
、
三
国
時
代
の
古
戦
場
で
あ
る
こ
と
と
、
蘇
軾
の
前
後
赤
壁
賦
で
、
幻
想
を
膨
ら
ま
せ
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
。　

勝
―
―
他
に
ま
さ
る
こ
と
か
ら
、
優
れ
た
と
こ
ろ
を
指
す
。
こ
こ
で
は
名
勝
、
景
勝
。
王
勃
・
滕
王
閣
序
「
勝
地
常
な
ら

ず
、
盛
筵
再
び
し
難
し
」。　

国
―
―
出
雲
国
。　

東
北
端
―
―
出
雲
赤
壁
は
、
松
江
か
ら
は
東
北
の
方
向
に
あ
り
、
海
に
面
し
て
い
る
。

ま
た
、
隣
の
伯
耆
国
で
あ
る
弓
ヶ
浜
に
は
山
を
南
に
越
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
な
り
近
い
。　

雲
津
浦
―
―
現
松
江
市
美
保
関
町
北
東

部
の
雲
津
。『
風
土
記
』
に
、「
久
毛
等
浦
（
く
も
と
の
う
ら
）。
広
さ
一
百
歩
あ
り
。
東
よ
り
西
に
行
く
。
十
の
船
泊
（
は
）
つ
べ
し
」

と
あ
る
。
平
安
末
期
に
、
源
義
親
が
こ
の
地
で
反
乱
を
起
こ
し
、
鎮
圧
さ
れ
た
（
一
一
〇
八
）
と
い
う
が
、
詳
細
は
分
か
ら
な
い
。
出
雲

一
五
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要
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で
は
、
海
岸
の
村
は
、
浦
と
称
し
、
雲
津
浦
の
名
は
江
戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
。
明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
名
を
襲
い
、
明
治
二
十
二

年
に
島
根
郡
美
保
関
村
大
字
雲
津
と
な
る
。
美
保
関
村
は
後
に
町
と
な
り
、
現
在
は
松
江
市
に
併
合
。　

島
根
郡
―
―
潜
戸
の
項
参
照
。　

断
巌
絶
壁
―
―
垂
直
に
切
り
立
っ
た
岩
壁
。
周
囲
か
ら
孤
立
し
て
い
る
感
が
あ
る
。　

高
サ
数
十
丈
―
―
諸
観
光
資
料
に
よ
れ
ば
、
高
さ

一
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
岩
。　

赭
黒
―
―
「
赭
」
は
赤
土
、
ま
た
は
赤
土
の
色
。「
赭
黒
」
と
熟
し
た
形
で
は
、

中
国
で
は
使
わ
な
い
よ
う
で
、
日
本
独
自
の
色
彩
用
語
で
あ
る
ら
し
い
。
赤
土
色
を
黒
ず
ま
せ
た
よ
う
な
色
。　

二
十
町
ニ
度
タ
ル
―
―

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
出
雲
赤
壁
に
限
ら
ず
、
島
根
半
島
北
岸
東
部
（
雲
津
浦
か
ら
美
保
関
灯
台
付
近
ま
で
の
）
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
赤
色

の
海
岸
一
帯
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
不
正
確
な
書
き
方
で
あ
る
。　

葱
々
―
―
草
木
が
青
々
と
し
て
盛
ん
に
茂
っ
て
い
る
さ
ま
。
王
充

『
論
衡
』
吉
験
「
王
莽
の
時
、
謁
者
蘇
伯
阿
能
く
気
を
望
む
。
使
い
し
て
舂
陵
に
過
ぎ
る
。
城
郭
鬱
鬱
葱
葱
た
り
」。
李
白
・
侍
従
し
て
温

泉
宮
に
遊
宿
す
「
日
出
で
て
佳
気
を
瞻
れ
ば
、
葱
葱
と
し
て
聖
君
を
繞
る
」。　

岩
ニ
倚
テ
眠
リ
―
―
劉
孝
威
・
凉
を
逐
う
の
詩
に
和
し

奉
る
「
岩
石
冷
や
か
な
る
に
倚
り
て
欣
び
、
池
に
臨
ん
で
は
水
の
涼
し
き
を
愛
す
」。　

瀧
ア
リ
テ
轟
々
―
―
滝
の
音
が
と
ど
ろ
き
渡
る

様
。
韓
愈
・
貞
女
峡
「
懸
流
轟
轟
水
府
を
射
る
」。　

石
ヲ
衝
テ
砕
ケ
―
―
方
干
・
秋
晚
の
林
中
、
賓
幕
に
寄
す
「
泉
玉
声
を
漱
ぎ
石
竇

を
衝
く
」。　

間
鳥
声
ヲ
聞
キ
―
―
「
間
」
は
、
間
隔
を
お
く
と
い
う
動
詞
で
あ
っ
た
の
が
、
連
続
で
は
な
く
、
間
を
お
い
て
時
々
と
い

う
よ
う
な
副
詞
的
用
法
に
変
わ
っ
た
。
潘
岳
・
楊
氏
七
哀
「
堂
は
虚
に
し
て
鳥
声
を
聞
く
、
室
は
暗
く
し
て
日
夕
の
如
し
」。　

会
魚
ノ

躍
ル
ヲ
見
ル
―
―
「
会
」
は
、
あ
る
事
象
に
出
会
う
こ
と
か
ら
、
た
ま
た
ま
出
く
わ
す
意
味
と
な
り
、
副
詞
化
し
た
。
詩
経
・
旱
麓
「
鳶

は
飛
び
て
天
に
戻
（
い
た
）
り
、
魚
は
淵
に
躍
る
」。　

瀧
ノ
名
ヲ
尾
野
戸
ト
曰
フ
―
―
こ
の
瀧
の
こ
と
は
、
他
書
に
見
え
ず
、
不
明
。

尾
野
戸
も
ど
う
読
む
か
わ
か
ら
な
い
。「
お
の
と
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
、
し
ば
ら
く
「
を
（
お
）
の
へ
（
え
）」
と
読
ん
で
お
く
。

「
を
の
へ
」
は
、
尾
上
。
山
や
丘
の
頂
。
峰
。
大
江
匡
房
「
高
砂
の
尾
上
の
桜
咲
き
に
け
り
外
山
の
霞
立
た
ず
も
あ
ら
な
む
」。　

高
サ
五

間
餘
、
幅
一
間
有
半
―
―
瀧
の
存
在
が
地
図
等
で
確
か
め
ら
れ
な
い
た
め
、
不
明
。　

北
風
吹
来
リ
、
水
波
ハ
稍
興
ル
ト
雖
ト
モ
―
―
蘇

軾
・
前
赤
壁
赋
「
清
風
徐
に
来
り
、
水
波
興
ら
ず
」
を
換
骨
奪
胎
し
て
、
逆
に
日
本
海
の
荒
れ
る
様
を
表
現
を
す
る
。
し
か
し
、
ま
た
、

中
国
の
赤
壁
と
重
ね
合
わ
せ
る
効
果
も
あ
る
。　

亦
当
サ
ニ
中
秋
舟
ヲ
泛
フ
ル
ノ
行
ア
ル
ヘ
シ
―
―
「
泛
舟
」
は
、
舟
を
水
に
浮
か
べ
、

乗
っ
て
遊
ぶ
こ
と
。 

班
固
・
西
都
賦
「
舟
を
山
東
に
泛
べ
、 

淮
湖
を
控
引
し
、
海
と
波
を
通
ず
」。
蘇
軾
・
前
赤
壁
赋
の
冒
頭
に
「
壬
戌

一
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之
秋
、
七
月
既
望
、
蘇
子
は
客
と
舟
を
泛
べ
赤
壁
之
下
に
游
ぶ
」
と
あ
り
、
こ
ち
ら
は
中
秋
の
名
月
で
は
な
い
が
（
七
月
は
初
秋
、
既
望

は
十
六
日
の
夜
）、
秋
の
月
を
楽
し
も
う
と
い
う
点
で
は
同
じ
。
や
は
り
、
少
し
ず
ら
し
な
が
ら
、
出
雲
赤
壁
と
赤
壁
賦
の
赤
壁
と
を
重

ね
合
わ
せ
る
趣
向
で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松ま
つ

田だ　

淞
し
よ
う

雨う

江
風
山
月
満
孤
舟
、
斗
酒
鱸
魚
好
此
遊
。
一
起
髯
蘇
重
著
筆
、
雲
州
未
肯
譲
黄
州
。

【
訓
読
】
江こ

う

風ふ
う

山さ
ん

月げ
つ

孤こ

舟し
ゆ
うに

満み

つ
、
斗と

酒し
ゆ

鱸ろ

魚ぎ
よ

此こ

の
遊あ

そ

び
に
好よ

し
。
一ひ

と

た
び
髯ぜ

ん

蘇そ

を
起お

こ
し
て
重か

さ

ね
て
筆ふ

で

を
著つ

く
れ
ば
、
雲う

ん

州し
ゆ
う

未い
ま

だ
肯あ

え
て
黄こ

う

州し
ゆ
うに

譲ゆ
ず

ら
ず
。

【
訳
】
長
江
と
み
ま
が
う
海
を
渡
る
風
と
赤
壁
を
彷
彿
と
さ
せ
る
山
に
か
か
る
月
か
ら
の
光
と
が
、
一
艘
の
船
に
み
ち
み
ち
て
い
る
。
一

斗
の
酒
や
鱸
の
魚
が
あ
る
の
は
、
こ
の
度
の
遊
覧
に
う
っ
て
つ
け
で
あ
る
。
ひ
げ
面
の
蘇
東
坡
さ
ん
を
生
き
返
ら
せ
て
、
こ
の
景
色
を
書

か
せ
た
ら
、
ど
う
だ
ろ
う
。
わ
が
出
雲
国
の
赤
壁
は
、
決
し
て
蘇
東
坡
さ
ん
が
赤
壁
の
賦
で
詠
ん
だ
中
国
黄
州
の
赤
壁
に
は
劣
る
こ
と
は

あ
る
ま
い
ぞ
。

【
注
】
江
風
山
月
―
―
蘇
軾
『
前
赤
壁
賦
』
を
意
識
。「
江
」
も
「
風
」
も
「
山
」
も
「
月
」
も
何
回
も
出
る
が
、
特
に
こ
の
四
者
が
そ
ろ
っ

た
、「
惟
江
上
之
清
風
、
与
山
間
之
明
月
」
句
を
意
識
す
る
。
蘇
軾
の
い
う
赤
壁
は
長
江
沿
い
で
、
出
雲
赤
壁
は
海
辺
だ
が
、
こ
の
よ
う

に
典
故
を
用
い
る
こ
と
で
、
海
で
は
な
い
の
に
江
の
風
が
吹
く
と
い
う
よ
う
に
、
中
国
と
日
本
の
風
景
が
二
重
写
し
に
な
る
よ
う
な
効
果

が
あ
る
。
方
岳
・
董
一
之
の
花
木
抄
に
題
す
「
江
風
山
月
無
尽
蔵
な
り
」。
江
風
は
長
江
（
及
び
そ
の
支
流
）
を
渡
る
風
。
劉
孝
威
・
帆

も
て
吉
陽
洲
に
渡
る
「
江
風
暁
を
凌
ぎ
て
急
な
り
、
鉦
鼓
晨
を
候
ち
て
催
す
」。
山
月
は
山
に
か
か
る
月
。
皎
然
・
呉
の
匡
山
の
破
寺
に

宿
る
「
野
花
寒
く
し
て
更
に
発
き
、
山
月
暝
く
し
て
還
お
来
る
」。　

孤
舟
―
―
連
れ
の
な
い
一
隻
だ
け
の
舟
。
孤
独
で
は
あ
る
が
、
自

然
の
景
物
を
独
り
占
め
し
た
よ
う
な
快
感
も
あ
る
。 

陶
潜
・
始
め
て
鎮
軍
参
軍
と
作
り
曲
阿
を
経
る
と
き
の
作
「
眇
眇
と
し
て
孤
舟
逝

き
、
緜
緜
と
し
て
帰
思
紆
な
り
」。『
前
赤
壁
賦
』
に
「
孤
舟
の
嫠
婦
を
泣
か
し
む
」
の
句
が
あ
る
。　

斗
酒
鱸
魚
―
―
起
句
に
対
し
て
、

承
句
は
蘇
軾
「
後
赤
壁
之
賦
」
を
意
識
。「
客
曰
く
、
今
者
の
薄
暮
、
網
を
挙
げ
て
魚
を
得
た
り
。
巨
口
細
鱗
、
状
は
松
江
之
鱸
に
似
た

一
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り
」「
婦
曰
く
、
我
に
斗
酒
有
り
、
之
を
蔵
す
る
こ
と
久
し
矣
」。
陶
潜
・
雑
詩
十
二
首
其
一
「
歓
を
得
て
は
当
に
楽
し
み
を
作
し
、
斗
酒

も
て
比
隣
を
聚
む
べ
し
」。
鱸
は
、
中
国
江
南
松
江
（
し
ょ
う
こ
う
）
の
特
産
で
、
次
の
故
事
で
有
名
。
劉
義
慶
『
世
説
新
語
・
識
鑑
』

「
晋
の
張
翰
洛
に
在
り
、
秋
風
の
起
つ
を
見
て
而
し
て
故
郷
の
蓴
鱸
を
思
う
。
因
り
て
官
を
辞
し
て
帰
る
」。
日
本
の
松
江
（
ま
つ
え
）
で

も
、
た
ま
た
ま
、
鱸
の
料
理
が
名
物
だ
が
、
同
じ
字
で
書
い
て
も
、
中
国
の
鱸
と
日
本
の
ス
ズ
キ
は
別
種
で
あ
る
。　

好
此
遊
―
―
前
句

対
の
七
絶
で
、「
満
孤
舟
」
と
対
に
な
る
と
み
て
、「
此
の
遊
び
に
好
し
」
と
読
ん
だ
。
や
や
、
変
な
句
作
り
。「
此
」
は
、
近
体
詩
で
は

あ
ま
り
使
わ
な
い
が
、
も
し
あ
え
て
使
う
と
き
は
、
他
の
場
所
や
時
間
で
は
得
ら
れ
な
い
ま
さ
に
こ
の
と
き
、
と
い
っ
た
、
一
回
性
、
瞬

間
の
感
動
を
伴
う
よ
う
で
あ
る
。『
後
赤
壁
賦
』「
一
道
士
を
夢
み
る
。
・
・
・
曰
く
、
赤
壁
之
遊
び
は
楽
し
き
乎
」。　

一
起
―
―
あ
る

事
が
一
旦
起
こ
れ
ば
。「
一
」
は
、「
一
旦
」「
も
し
も
」
の
よ
う
な
仮
定
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
劉
向
『
説
苑
』
敬
慎
「
秋
風
一
た
び

起
こ
れ
ば
、（
蓬
の
）
根
は
且
さ
に
抜
か
れ
ん
矣
」。
こ
こ
の
「
起
」
は
「
起
死
回
生
」
の
よ
う
に
、
死
人
を
生
き
返
ら
せ
る
の
つ
も
り
で

用
い
て
い
る
か
。　

髯
蘇
―
―
蘇
軾
の
別
称
。
彼
は
髯
（
ほ
お
ひ
げ
）
が
多
か
っ
た
。
蘇
軾
・
客
位
假
寐
「
同
僚
事
を
解
せ
ず
、
愠
れ
る

色
も
て
髯
蘇
を
見
る
」。
鄭
允
端
・
東
坡
赤
壁
図
「
清
風
明
月
を
留
め
得
て
在
り
、
魚
を
網
し
て
酒
を
謀
り
髯
蘇
に
付
さ
ん
」。　

重
著
筆

―
―
著
は
着
の
正
字
。
筆
を
紙
に
着
け
て
、
詩
文
書
画
を
か
く
こ
と
。
王
士
禛
『
池
北
偶
谈
』
談
藝
八
「
即
い
史
道
碩
、
戴
嵩
ら 

画
手

を
し
て
場
を
擅
い
ま
ま
に
せ
使
む
る
も
、
未
だ
能
く
此
に
至
ら
じ
。
後
人
如
何
ぞ
著
筆
せ
ん
」。　

雲
州
―
―
出
雲
国
の
別
称
。「
雲
州
往

来
」
の
よ
う
に
、
早
く
か
ら
、
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
松
江
藩
の
雅
称
と
し
て
定
着
。
浮
世
草
子
『
け
い
せ
い
伝
受
紙
子
』

（
一
七
一
〇
）
一
「
代
々
雲
州
（
ウ
ン
シ
ウ
）
の
城
主
と
し
て
、
家
殊
に
繁
栄
せ
し
が
」（『
日
国
』
に
よ
る
）。　

未
肯
譲
―
―
雲
州
の
赤

壁
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
黄
州
の
赤
壁
に
負
け
た
と
譲
る
こ
と
を
承
知
す
る
と
は
限
ら
な
い
ぞ
、
の
意
。「
未
」
は
、
過
去
の
否
定
で

は
な
く
、
あ
る
状
況
や
心
理
に
達
し
て
い
な
い
こ
と
。
お
ず
お
ず
と
し
た
否
定
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
、
実
は
断
固
た
る
自
信
を
も
っ
た

書
き
方
。「
肯
」
は
う
べ
な
う
、
承
諾
す
る
。
陸
游
・
三
井
観
に
游
ぶ
「
呉
生
名
は
世
に
擅
い
ま
ま
に
し
、
睥
睨
し
て
未
だ
肯
え
て
譲
ら

ず
」（
こ
の
「
未
肯
」
は
過
去
、
こ
れ
ま
で
の
否
定
）。
龔
詡
・
亡
内
女
兄
徐
氏
哀
挽
「
名
姓
は
自
ら
太
史
を
書
す
る
に
期
す
、
風
声
は
未

だ
肯
え
て
前
賢
に
譲
ら
ず
」。　

黄
州
―
―
隋
代
に
現
在
の
湖
北
省
黄
岡
県
を
中
心
と
す
る
地
域
に
置
か
れ
た
州
名
。
現
中
国
湖
北
省
黄

岡
市
黄
州
区
。
蘇
軾
が
流
謫
せ
ら
れ
て
、
前
後
の
赤
壁
之
賦
を
書
い
た
所
。
し
た
が
っ
て
、
古
戦
場
の
実
際
の
赤
壁
と
は
別
。

＊
松
田
淞
雨
は
『
出
雲
名
勝
摘
要
』
成
立
に
関
わ
っ
た
雨
森
精
翁
の
高
弟
。
雨
森
精
翁
が
果
た
し
て
出
雲
赤
壁
を
命
名
し
た
な
ら
ば
、
松

一
八



田
淞
雨
ら
に
現
地
に
赴
か
せ
詩
を
作
ら
せ
て
、
新
観
光
地
と
し
て
顕
揚
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
雨
森
精
翁
は
、
出

雲
が
僻
地
故
に
、
優
れ
た
人
物
や
風
景
が
、
日
本
国
に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
、
常
々
切
歯
扼
腕
し
て
い
た
。
立
久
恵
峡
の
漢
文
を
参

照
。
松
田
淞
雨
も
よ
く
師
の
要
請
に
応
え
て
、
出
雲
赤
壁
を
、
蘇
東
坡
が
遊
ん
だ
中
国
の
赤
壁
と
重
ね
合
わ
せ
た
上
で
、
出
雲
赤
壁
が
中

国
の
赤
壁
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
こ
と
を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉よ
し

岡お
か　

敬た
か

勝か
つ

焼や
き

立た
て

し　

船ふ
ね

の
け
ふぶ

り
も　

忍し
の

ふぶ

ま
てで　

春は
る

は
霞か

す

め
る　

波な
み

の
上う

え

か
な

【
訳
】
あ
の
中
国
の
赤
壁
で
燃
え
上
が
っ
た
船
の
煙
が
想
像
さ
れ
る
ほ
ど
に
、
春
は
他
の
季
節
と
違
っ
て
、
霞
が
出
雲
赤
壁
の
海
上
に
一

面
に
広
が
っ
て
い
る
。（
ま
た
蒸
気
船
が
石
炭
を
燃
や
し
て
立
て
て
い
る
煙
ま
で
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
）

【
注
】
吉
岡
敬
勝
―
―
森
繁
夫
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
所
載
。「
吉
岡
敬
勝　

松
江
藩
士　

裁
判
所
書
記　

亀
文
門　

出
雲
国
皇
学

者
歌
人
学
系
略
初
篇
」
と
あ
る
。「
敬
勝
」
の
読
み
は
こ
の
書
の
ル
ビ
に
従
っ
た
。　

焼
立
し
―
―
「
焼
き
立
つ
」
は
、「
立
て
る
（
立

つ
）」
を
強
意
と
考
え
れ
ば
、
盛
ん
に
焼
く
の
意
味
。
何
か
を
「
立
て
る
」
と
考
え
れ
ば
、
焼
い
て
煙
を
立
て
る
意
味
と
な
る
。
万
葉
集

一
二
七
四
「
志
賀
の
海
人
の
煙
（
け
ぶ
り
）
焼
き
立
て
焼
く
塩
の
辛
き
恋
を
も
我
れ
は
す
る
か
も
」。
原
文
は
「
鹿
海
部
乃
火
気
焼
立
而

燎
塩
乃
辛
恋
毛
吾
為
鴨
」。
こ
の
場
合
は
煙
を
立
て
る
意
。
第
二
句
を
「
ほ
け
や
き
た
て
て
」
と
よ
む
説
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
歌
は
、

「
け
ぶ
り
や
き
た
て
」
の
よ
み
を
本
と
し
て
い
る
。『
中
華
若
木
詩
抄
』
上
に
ま
さ
に
「
赤
壁
に
て
、
周
瑜
に
焼
き
立
て
ら
れ
て
」
と
あ
っ

て
、
こ
ち
ら
は
盛
ん
に
焼
く
の
意
で
あ
ろ
う
。
吉
岡
敬
勝
の
歌
に
は
「
け
ぶ
り
」
と
あ
る
の
で
、
万
葉
集
と
同
じ
く
、「
焼
い
て
煙
を
立

て
る
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。　

船
の
―
―
第
一
義
的
に
は
、
赤
壁
で
焼
け
た
曹
操
軍
の
船
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ

が
、
私
は
、
曲
解
か
も
し
れ
な
い
が
、
さ
ら
に
、
維
新
後
日
本
海
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
汽
船
の
勇
壮
な
煙
も
念
頭
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
明
治
初
め
は
、
ま
だ
帆
船
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
沿
岸
航
路
で
は
汽
船
も
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
。
作
者
も
一
度
な

ら
ず
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。　

け
ふ
り
も
―
―
「
け
ぶ
り
」、「
け
む
り
」
の
両
様
の
発
音
ま
た
は
表
記
は
古
く
か
ら
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
歌
語
と
し
て
は
、「
け
ぶ
り
」
が
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
大
中
臣
能
宣
「
田
子
の
浦
に
霞
の
深
く
見
ゆ
る
か
な
藻
塩
の
煙

一
九
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立
ち
や
添
ふ
ら
ん
」。
煙
と
霞
を
セ
ッ
ト
に
す
る
の
は
、
和
歌
に
よ
く
見
ら
れ
、
こ
の
歌
も
踏
襲
す
る
。
た
だ
、
そ
の
煙
は
、
先
に
引
用

し
た
万
葉
集
の
「
志
賀
の
海
人
の
・
・
・
」
の
よ
う
に
、
多
く
は
藻
塩
を
焼
く
煙
で
、
恋
の
苦
し
さ
を
暗
示
す
る
の
に
対
し
て
、
赤
壁
の

戦
火
と
関
係
づ
け
る
の
は
、
特
異
。　

忍
ふ
ま
て
―
―
上
代
は
「
し
の
ふ
」
で
、
四
段
活
用
。
平
安
時
代
に
な
っ
て
、「
忍
ぶ
」（
本
来
は

上
二
段
活
用
）
と
混
同
し
て
「
し
の
ぶ
」
と
な
り
、
上
二
段
に
も
活
用
。
耐
え
忍
び
な
が
ら
、
故
人
や
恋
人
を
思
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
な
っ

た
。
こ
こ
で
は
四
段
活
用
で
使
っ
て
い
る
が
、
上
代
語
と
し
て
で
は
な
い
の
で
、
濁
っ
て
読
ん
だ
。
昔
を
忍
ん
だ
り
、
恋
人
を
忍
ぶ
な
ら

ば
、
い
か
に
も
和
歌
ら
し
い
が
、
霞
を
見
て
、
戦
火
を
忍
ぶ
と
い
う
よ
う
な
、
強
烈
な
懐
古
は
和
歌
で
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
ち
く
は
ぐ
さ
を
新
時
代
の
和
歌
と
し
て
、
面
白
い
と
考
え
た
か
。
霞
か
ら
蒸
気
船
の
煙
を
忍
ぶ
と
い
う
私
の
説
で
も
、
蒸
気
船
の
煙

か
ら
霞
を
忍
ぶ
な
ら
と
も
か
く
、
理
路
の
流
れ
が
お
か
し
い
。
新
千
載
集
「
思
い
出
で
て
忍
ぶ
ま
で
こ
そ
難
く
と
も
見
し
人
問
は
む
数
に

も
ら
す
な
」。　

春
は
霞
め
る
―
―
春
と
霞
を
連
ね
る
の
は
、
和
歌
の
常
套
。
藤
原
良
経
「
久
方
の
雲
居
に
見
え
し
生
駒
山
春
は
霞
の
麓

な
り
け
り
」。
葉
室
光
俊
「
常
永
久
に
春
は
霞
め
る
空
な
れ
ど
な
ほ
曙
に
似
る
時
は
な
し
」。　

波
の
上
か
な
―
―
「
波
の
上
か
な
」
で
終

わ
る
和
歌
は
甚
だ
多
い
。
波
の
も
つ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
よ
う
な
、
不
安
な
よ
う
な
あ
い
ま
い
な
気
分
を
表
現
し
た
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

藤
原
定
家
「
朝
凪
に
行
き
交
ふ
舟
の
景
色
ま
で
春
を
浮
か
ぶ
る
波
の
上
か
な
」。
下
二
句
、
句
作
り
自
体
は
平
凡
で
古
句
を
組
み
合
わ
せ

た
に
過
ぎ
な
い
が
、
霞
や
波
の
上
を
、
赤
壁
で
焼
か
れ
た
舟
に
結
び
つ
け
る
の
は
、
新
奇
に
し
て
ま
た
異
様
。

＊
ま
ず
は
、
赤
壁
で
幾
千
万
の
船
が
焼
か
れ
た
故
事
と
新
し
い
西
洋
か
ら
の
異
物
（
蒸
気
船
）
と
万
葉
集
の
語
と
王
朝
和
歌
の
し
ば
し
ば

詠
む
霞
と
を
同
居
さ
せ
よ
う
と
し
た
創
意
は
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
が
有
機
的
に
結
合
し
た
と
は
い
え
ず
、
ば
ら
ば
ら
の
印

象
し
か
残
ら
な
い
。
後
に
近
代
短
歌
が
、
伝
統
を
保
ち
な
が
ら
、
新
時
代
に
対
応
し
、
複
雑
な
心
の
内
面
を
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

に
は
、
及
ぶ
べ
く
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
方
向
の
意
欲
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
の
背
後
に
も
、
出
雲
赤
壁
を
な
ん
と

か
文
学
の
材
料
に
し
て
、
世
に
顕
彰
し
た
い
と
い
う
、
雨
森
精
翁
の
慫
慂
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ご
っ
ち
ゃ
煮
の
批
判
を
覚
悟

の
上
で
、
中
国
・
日
本
、
上
古
・
王
朝
・
古
代
・
維
新
の
観
点
を
交
え
て
、
出
雲
赤
壁
を
料
理
し
た
の
だ
と
思
う
。

二
〇
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